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学校給食における県内産食材の使用状況について

学校給食における県内産食材の使用状況について、別紙のとおり報告します。
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学校給食における県内産食材の使用状況について

体育保健課

１ 県内産食材使用率の推移

○ 平成１３年度から、連続して伸びてきた県内食材の使用率が、平成２０年度５４％と昨年度と

同じ結果にとどまった。（市町村ごと、品目ごの状況は、別添資料のとおり）
【県平均】

年 度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

使用率 ３７％ ４１％ ４７％ ４９％ ５０％ ５３％ ５４％ ５４％

〔知事マニュフェスト 平成２３年度：６０％〕

２ 平成２０年度の主な取組

○ 大量消費する４市について関係課と連携をとり、県内産食材使用率向上を図るための検討会

を実施

○ 財団法人鳥取県学校給食会を中心として、これまで農畜産物や水産物などの県内産食材を使

用した商品を開発、平成２０年度から新たに冷凍野菜などの商品開発をし、県内の普及を目

指すほか、新たな商品開発に向けて研究中

学校給食用に開発した商品

平成19年度

まで

乾燥しいたけ、鳥取県産らっきょう、鳥取県産丸大豆濃口醤油、鳥取県産おかわりく

ん使用発芽玄米、境港産煮干し、県産大豆使用こおげ味噌、県産赤いか短冊、赤いか

団子、県産有頭干しハタ、生乳ヨーグルト、梨シャーベット、荒挽きポークウィンナ

ーなど

平成20年度
冷凍モロヘイヤ、冷凍ブロッコリー、冷凍にんじん、冷凍ほうれん草カット、たけの

こ水煮、さわら切り身、さわら味りん干し、薄味オール豆、サッポロ豆

※ 平成 20 年度に食のみやこ推進室、県学校給食会と協力して、県内食材を冷凍加工し供給で

きる施設を県内（米子市）に開拓し、供給を開始した。

３ 課 題

○ 一度に大量の食材を使用しなければならない市部が伸び悩んでいる

→地元の生産者からの調達が困難、限られた時間で大量調理が必要

○ 生産者の高齢化

○ 味噌、しょうゆなど県内産大豆を使用した加工品は価格が高いなど、食材費の問題

○ 県産品を一次加工する施設が少ない

○ 市町村によっては、生産者数が少ないため、１名でも欠けると納入体制が維持できない場合

が生じる

４ 今年度の主な取組

○ 地産地消推進会議（市町村、学校給食関係者、ＪＡ生産者団体などで構成）により地産地消

の推進を働きかける。

○ 農林水産部局等と連携して、県内産食材の使用率が低い４市について各市の地産地消推進研

究会等に参加し働きかける。
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